
ｱｯﾀｰﾙ遺跡第六次調査(Ｃ丘12洞窟)の新染織資料調査報告

藤井秀夫＊・坂本和子*＊

はじめに

考古遺跡，アッタール洞窟群は，カルバラの西南30kｍ，ウハイダル宮殿の東北東15kｍにあり，古都バビロ

ンの西約８０kｍに位置している（PL14-a,14-b)。

我々は，バハル・ミリー湖(Bahral-Milh)に沿って延びる一続きの崖線に発達した泥灰岩層に，人工的に掘削

された約480の洞窟を，1969年９月発見以来の数次の調査を経て確認している。そして，これらの洞窟遺跡群

を，Ａ丘，Ｂ丘，Ｃ丘，Ｄ丘の４つのグループに分けた〔Matsumoto,1984/85:ppl4-27〕。

これらの遺跡群の近くには，西南のサウデイ・アラビアの台地から多くの個河が流れこみ，また個河沿いに

は，多くの泉地が認められる。これらの遺跡群は東地中海沿岸各地域と中南部メソポタミアを結ぶイラク西南沙

漠の一角に位置し，また，この場所は，個河沿いに，或いは泉地伝いに，西から東へ，またその逆に，移動する

多くの集団によって，古代から何らかの目的をもって利用されてきた要衝地の一つであったと思われる。

今までに出土した織物，皮製品，なつめ椰子の実等の放射性炭素年代測定法によれば，アッタール洞窟群は，

最初，西紀前1200年頃，多分防御の目的で掘削され，その後，西紀前３世紀より西紀後３世紀までの間，埋葬施

設として再利用されたと考えられる〔FUjn,ｅｄ.,1976:Ｐｌｌ〕。

我々国士舘大学隊は，1971年３月から1977年12月まで，アッタール洞窟群Ａ丘，Ｃ丘の発掘，及びそれに繋が

る西南沙漠地域の自然環境，遺跡の分布調査を行ってきた。この内，1976年には，Ｃ丘１２洞窟において，現在の

入口である南西方向から入って奥室に達する細長い通路部（巾0.7ｍ，奥行１２ｍ）において，染織資料出土レベ

ルに達する上層堆積，及び埋葬状況を調査した〔Ohnumaandlnaoka,1984/85:pp28-36〕。

これに引き続き1984年９月から12月までの第六次調査では，1976年に調査を行なったＣ丘12洞窟通路部の初期

掘削面までの堆積状況の観察，並びに奥室の発掘調査を完了した。この調査においても，内壁に各種の鑿痕を発

見したが，それらの鑿痕は，Ａ丘，Ｃ丘洞窟の内壁に認められた鑿痕と共通するものであり，従ってこの洞窟も

人工洞窟であるという結論に達している。

我々は奥室の初期掘削面上に堆積する砕石上の砂層中に，染織資料，縫痕のある数個の皮片を伴う人間の顎

骨，椎骨を発見した。この堆積状況は，今までの各シーズンの発掘で観察された状況と一致する。従って，今回

出土した埋葬も，洞窟掘削期より以後の時期にあたることを意味している。

調査団は，この洞窟奥室において検出した染織遺物について，既に概報〔FUjhandOthers,1984：pp246-

251〕を発表しているが，今回これらの資料についての分析結果と所見を報告する。

出土した織物は，長年にわたり，砂中にあって，かつ断片となっている（最大片l50cmx75cm)。これらの

断片を集約した結果，１１点の織物と１点の撚紐となった。
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集約資料１極細毛織小片ＰＬ１７－ａ

２花樹文帯綴織ＰＬ１５－ａ,15-b,ｌ７－ｈｌ７－ｃ

３樹木文帯綴織ＰＬｌ６－ａ,１７－．

４－１暗紫色線条文織物ＰＬ１８－ａ,l8-b

４－２黒帯文織物Ｐｌｌ８－ｃ

５黒獣毛織物ＰＬ１８－ｄ

６粗い織りの織物ＰＬ１９－ａ

７黄味茶無地織物ＰＬ１９－ｂ

８ガーゼ風織物ＰＬｌ９－ｃ

９薄紫方形文織物ＰＬ１６－ｂ,１９－．

１０パイル織物ＰＬ１９－ｅ

ｌｌ撚紐ＰＬ１９－ｆ

この12点について詳細な調査を行い，次のような結果を得た。なお図および写真の上下は経糸方向を示す。

1．集約と文様復元の試み

採集した織物断片をその原初の織物の形状に近づけるため，材質，糸の太さと撚り数.撚Ｉ)方向，組織，密

度，地合，技法，色，デザイン等により，同一織物に属する断片を選別或いは更に配置するという，集約作業を

行なった。その際，出土状況も考慮した。具体的に，その集約方法の例を述べる。織物の断片には，deepyel-

lowishredのものが多く見られた。この色は，資料２，及び３の主要な布片に見られた。調査の結果，資料２で

は，この色の部分は１本の緯糸で織られ，資料３では，主として２本引揃えで織られている。問題となった同色

の小断片は，すべて２本引揃えの緯糸で織られていることが判明したので，資料３に集約した。

出土織物は，断片化しているとはいえ，主要な大布に文様，色がはっきり残っていた為，ごく小さな断片も文

様により集約が容易であった。資料２の織物の文様の復元（図１，６）は，その織物の織構成と文様に基いて慎

重に行われた。発掘時，一括して取り上げたＴ-103（資料２に集約）は，主要な四つの大きな布片(1)，(2)，

(3)，(4)に分かれていた（図１)。布片(1)(3)(4)に耳があり，耳を調査した結果，(1)，(4)の耳と(3)の耳が違った

方向性をもつものであることを確認した（図２)。即ち(1)と(4)は，同一線上にあり，（3)は(1)，(4)と反対の位

置にあることが判明した。（2)は文様と縞の色，及び配置，緯糸の数などにより，位置が定まった。最も重要な

のは(4)の位置であった。布片(1)を詳細に観察すると，第一に木の幹（図１，６）の文様を中心として，上下に

文様が対称的になっていて（PL15-a,15-b,17-b,17-c)，布片の端（図ｌ＊印）に櫛文入りのウェーブライン

に含まれているものと同じオリーブ色の糸（図ｌ＊＊印）が残っている。従ってこの端（図ｌ＊印）に沿って

ウェーブラインが存在したと考えられる。第二に(1)の布片の経糸は，櫛文のウェーブラインに近づくにつれ

て，１０｡～30°傾き，斜めになるが，木の幹の対称軸を境に逆方向に傾き，もとに戻っていくのが見られる（PL

15-a,15-b)。この経糸の傾きは，多くの文様を－個所に表わそうとして，綴技法で緯糸を多く打ち込んだり，

流し織技法で緯糸を多く入れたために生じたものであろう。経糸の傾きは，木の幹の文様を境にもとに戻ってい

くから，同じ様な緯糸の通し方が，逆の順序で行なわれたことと推定できる。布片(4)にも，傾斜している経糸

が見られる。第三に布片(1)と(4)の黄色の六弁花文の表わし方，つまり，緯糸の通し方に特徴があり，両者の六
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図１花樹文帯綴織（資料２）全図

誉篝雷
布片(1)，(4)の耳布片(3)の耳

図２花樹文帯綴織（資料２）の耳組織要領図

図３

六弁花文の組織要領

弁花文の織り方から一定の方向性をもつように配置することができる。その特徴とは，花弁を表現するとき，常

に一方の側で緯糸が経糸と多く組織されている（図３の各々の上方)。資料２の織物片に観察される以上の点を

考えると，布片(4)は，図ｌに示された位置にあると考えられる。

資料３においては，樹木文（PL16-a,17-.）のある主要な布２片が，緯糸方向に同列に位置するのではなく

二つの樹木の文様帯を持つデザイン構成に復元された（図７)。この場合は，文様帯の両側にある波頭文帯の緯

糸の数が不一致であったことにより，文様帯は緯糸方向に連続することが不可能であったからである。

資料９（PL16-b,19-.）では，耳より７．８ｃｍ巾のduUredpulpleの文様部に，palereddishyeUowの地の残部
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が緯糸方向に連続している断片（T-35）と，経糸方向にdullredpurpleでvividreddjshyeUowの線条の付いた文

様部と地が連続するもの（T-37）などが見出された。この例は，今までの出土品中，Ｈ字文の織物の構成，及

びカラーコーディネーションに一致している。Ｈ字文のある織物は，耳際に紫系統の方形文を伴っていた

〔FUjii,ｅｄ，1976：カラー図版No.４７'；藤井編，1980：カラー図版ＶＩＮｏ､203〕。従って資料９は，Ｈ字文タイプ

の織物と推定され，その－部として復元することができよう。

2．幟の構成

今回の出土織物の材質は，通産省工業技術院繊維高分子材料研究所，小野岡竜三氏の鑑定により，ウール及び

ヘアー（杢糸')に使用されたヘアーはラクダ毛である）のみであることが判明した。組織は平組織とその変化形

(経糸１，緯糸２）がほとんどであり，斜文組織（経糸２：緯糸２）が１点のみ見出された。文様は種々の綴技

法で織り出されている。Ｅmen/の分類法〔Emery,1966:ｐ７６〕に従って地合を観察すると，weftfacedが多

く，wamfacedが１点（資料１)，balancedが２点（資料８，９）見られる。地はbalancedで織られていても，文

様部分はweftfacedとなっている。糸は手紡ぎである為，経年変化を考慮しても，糸の太さや撚り数にかなりの

斑が観察される。文様のある織物（資料２，３，９）では，経糸，緯糸ともＳ撚りの単糸が使用され，細い単糸を

２本引揃えて使用している場合が多く見られる。一方，厚手の織物（資料５，６）は，経糸，緯糸とも双糸が用

いられ，特に資料６では，杢糸が，経，緯に用いられている。文様のある織物とは用途が異なるのであろう。繧

綱縞に用いられている糸は，原毛のまま染められたものを適当な色配分で紡ぎ，中間の色糸を作り出し，それに

よって色の移行を自然なものとしている。

織物のうち資料２，３，９，１０に耳が残っている。資料２の耳は，以前に出土したものと違って，赤い色の糸で

飾り耳を地の耳に加え，装飾と地の耳の保護を兼ねている。地の耳と飾り耳は，doveteHedtapestryの技法（図

４，PL17-c)で繋がっている。資料３，９，１０の耳のタイプ（図５）は，今までのアッタール出土品によく見ら

れた。緯糸が耳のところで余分に繰り返し組織しているタイプである。赤い色の糸で装飾された耳は，Lower

NubiaのGamai近くの墓（416/10）［Meroiticperiod(0-350ＡＤ)あるいはXGroupe(350-550Ａ、)]から出土し

ているが，ここではmterlocktapestryの技法によっている。補強耳も，同じくLowerNubiaのFarａｓとGamai間

↓－－地の耳

｜｜

Ｌ飾り耳
図４飾り耳（資料２）

Ａ Ｂ

図５補強耳（資料３，９，１０）

Ｃ
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の墓[Meroitic～Earlychnstianperiod(650-750Ａ、)]から出土した織物に見られる〔Bergman,1975;ｐｐ３８，３９，

PL50〕・経糸の始末は，縄状経糸始末によるものと端を二つに折叺かがったものがある。資料３と８の織物

は，縄状経糸始末の方法〔FUjiiandothers,1982/83:ｐ９２〕が用いられ，共にＳの下撚り，Ｚの上撚りで縄状に

仕上げられている。端を二つに折ってかがる初歩的な経糸始末の仕方は，パイル織物（資料10）に見出される。

経糸を縄状にして始末する方法は，アルタイのパズイルクを始め，モンゴルのノイン・ウラ〔坂本，1982/83：

pｐ34,35〕，シリアのパルミュラ〔Pfister,1934：ｐ３３；1940:pp23-24〕ドゥラ，エウロポス〔Pfister,1945：

ｐｐｌ４,17,23〕，イスラエルのTheCaveofLetters〔Yadm,1963：pp201-203〕ヌビアの前記墓地やBallana，

Qustmからの出土品〔Bergman,1975:pp32-33；ThuIman,1979:Ｐ４０〕に見られ，広い範囲に普及し，また長

期にわたって用いられた技法であることがわかった。

3．デザイン

新出土織物には，花文，樹木文，波頭文，櫛文，方形文，三角文，線条文，繧綱縞が見られる。特に資料２と

３の織物は，植物文様帯と波頭文帯，繧綱縞の三つのコンビネーションをもととした横縞構成である。そして，

これらの主要部分は，植物文様帯を中心として，波頭文帯，繧綱縞が上下にシンメトリーに広がっていき，その

外側は無地の縞が織り出されている。資料２の織物の花樹文様帯の上下には櫛文があり，別の２本の櫛文は，対

称的に配置されたウェーブラインを画いて，文様を三つの部分に区切っている（図６)。中央の第Ⅱ区には，こ

の第Ⅱ区の中心であり，同時に，文様帯の中心でもある木の幹が横向きに表わされ，その上下にフック形（蕨

手）の葉や花あるいは果実がみられる。ウェーブラインの外側の第１区と第Ⅲ区には，小さな三重円がＴ字形で

接続されている。また三重円はそれぞれ三叉形を具備している（PL15-b）ので，豊饒を表わす柘榴の実のよう

でもある2)。その両側に対称的に六弁花文と内部を色分けした黒い円が表わされている。その円形の下はリボン

が結ばれたように見えるが，何を表わしているのか特定できない。ごく小さな楕円がそれらの間に嵌め込まれて

いるのは空間畏怖の為であろう。これらの円形や六弁花文などは，第１と第Ⅲ区内で，Ｔ字形を中心に左右対称

であると同時に，Ｉ区とⅢ区に上下対称に表わされている。文様帯全体では，木の幹を中心として上下対称であ

り，ウェーブラインの山または谷を通る経糸ラインに対して左右対称である。このようなワンセットの単位文様

が緯糸方向に繰り返されている。繧綱縞やduUgreenの太い縞と波頭文帯の間には，ｇoldやstrongyeUowishred

の細い線条を入れ，色のコントラストによって，縞の区分を明確にしている。彩かな細い線条は同時にアクセン

トとなっている。繧綱縞についていえば，文様帯を中心として徐々に明色から暗色へと変化する（図６，ＰＬ

１５－ａ)。この表現は，資料３，またＡ丘Ｆ６洞窟出土のC-38-5の資料とも共通する〔藤井編，1980:ppl48-

l50〕・

資料３の織物の二筋の植物文様帯には，緯糸方向に樹木が表わされている。中心となる幹の両側，つまり織物

の上下に，葉，実，フック形の若芽が交互に表わされている（図７，PL16-a,17-.)。これらの樹木は，多分生

命の樹で，永遠と豊饒を願ったものであろう。資料C-38-5は，繧綱縞，波頭文帯，植物文様帯の三つのコンビ

ネーションの織物であり，植物文様帯を中心としてシンメトリーに繧綱縞，波頭文帯が配置されていた。この植

物文様帯には，ぶどう唐草文が織り出されていた。中心となるぶどうの軸の両側に，ぶどうの葉，実，フック形

の若芽が配されている表現の仕方は，今回出土の樹木文と一致している。葉や実の様式化や，ぶどうの細い軸や

木の小枝が，一定の角度で派生する表現の仕方も同様である。ぶどう唐草文が，やや，カーブを持っているのに
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図６花樹文帯綴織（資料２）文様復元図

花樹文様帯を中心に上下に繧細|縞，波頭文がシンメトリーに広がっている。
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図７樹木文帯綴織（資料３）文様復元図

樹木文様帯を中心に上下に繧綱縞，波頭文がシンメトリーに広がっている。
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対して，今回出土の樹木文が全く直線で表わきれるのは，葉や実の様式化が進んでも，表現対象の属性に忠実で

あることが窺える。

植物文様帯，繧綱縞，波頭文帯の三つのコンビネーション，及び，文様帯を中心としてシンメトリーに広がっ

ていく文様の横縞構成は，パルミュラやドゥラ・エウロポスの出土織物にも見られる〔Pfister,1940:ｐｐ２８，２９，

Fig.13,ＰＬⅨ；PfisterandBelljnger,1945:ｐｐｌＯ,35,36,Ｆｉｇ２,ＰＬ３〕。また北モンゴルのノイン・ウラ出土の毛

織物にも，同様の構成の織物が存在する〔Py1eHKo，1962:cTplO8-110pllc､７４，７５Ta6oLXVIII,LXIX〕。し

かし，これらの織物の文様帯は，アッタールの新出土品よりずっと巾が狭く，文様も小ぶりである。その上，

アッタール出土品のような硬い直線的な表現は見られない。資料２の織物の文様帯にあるシンメトリーなウェー

ブラインの構成は，パルミュラの花葉唐草文の織物を思い出させる〔Pfister,1940:Fig.12,Pls.Ｖ11,ＶⅡI〕。しか

し，パルミュラの小枝によるウェーブラインは小さく，花や葉と一体であるのに対して，アッタールのウェーブ

ラインは文様帯を区分する役割である。

上に述べて来たようなアッタール新出土織物に見られる特性はどのようにして生起したものであろうか。ロー

マ文化が地中海沿岸から東進してくるに従い，漸進的に地域変容を生じ成立したシリア地方のデザイン構成に，

メソポタミアの独自性が加わって完成苔れたものといえよう。この点の追求が今後必要である。

他の織物，資料4-1,4-2と９に見られるような鈍い黄色の地に紫糸統の幾何文を表現する織物ではＨ字形，

Ｌ字形，方形，線条などの幾何文様が表現されている例が多い。新出土織物のうち，資料4-1には，線条の他に

三角形の文様が見られる。資料９には，耳際の方形文と見られる断片があり，Ｈ字形文織物の一部が残存した可

能性が大きい。

結び

今回出土の染織品から，－遺体の埋葬に用いられた織物がどのようなものであるかが推定できる。遺体は，日

常，死者が身につけていた多色の文様のある織物（資料２，３）と，鈍い黄色の地に紫系統の幾何文様のある織

物（資料4-1,4-2,9）を着せられ，あるいは，くるまれて埋葬された。この内資料２，３はチュニック，資料

９はマント，資料4-1,4-2はチュニックかマントである。それらは紐で結わえられた。紐は太い撚紐（資料

11）と織物を裂いて使ったと思われるもの（資料５，６，７，８）がある。遺体の下にはラッグとして使用された

パイル織物（資料１０）が敷かれていた。パイル織物を遺体の下に敷いた埋葬例は，Ａ丘Ｆ６洞窟，Ｃ丘12洞窟通

路部，Ｃ丘17洞窟でも確認されている〔Fujh,ｅｄ，1976:ｐｐ92,93；Ohnumaandlnaoka,1984/85:ｐｐ29,32-

33；Matsumoto,1984/85:ｐｐ39,42〕・

新出土染織資料のうち，パイル織物の放射性炭素年代測定法による年代は，西紀前700年前後であった3)。し

かし，出土資料の中，主な資料として考えられる資料２，３のデザインには，植物文様帯，波頭文帯，繧綱縞の

コンビネーションによる横縞で，植物文様帯を中心としてシンメトリーにそれらが配される構成が見出きれ，こ

の構成は，西紀後ｌ～３世紀とされるパルミュラや，ドゥラ・エウロポス，ノイン．ウラの出土品にも見られ

る。西紀前１世紀～後１世紀とされている黒海北岸のケルチからの出土品にも同じ構成のものが見られる

〔rePUHreP，1973:cTp、82,pHc、13,14〕。４世紀以後の出士織物の中に，我々の知る範囲では，このような事例

は見出せない。また，以前に出土した人物像のモティーフと流し織技法によるその表現形式は，アンティオキア

の舗床に見られるモザイック技法のディオニソス像と著しく共通している〔藤井編，l98dpp､108-114〕・従っ
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て以上の観点から，新出土染織品も，ローマ期のものと位置づけられよう。

さらに注目すべきは事は，今回出土の花樹文帯綴織，樹木文帯綴織にせよ，以前に出土した染織品断片資料の

約4000点余りの中には，技術的に高度で洗練された高級品があまりにも多く，その中には，織り始めと織り終わ

りに羊毛製の格子文を伴なった，磐表風に編まれた藺草製のマットも，かなりの量で出土した。こうした事実

は，これらの染織品が単に隊商等の連載によってもたらされたばかりでなく，アッタール洞窟の近くの泉地に集

団が定着し，彼らが，かなりの規模の聚落を営み，かかる染織品を工房で紡ぎ，染め，織り出したものと推定し

ている。

冒頭にも述べたように，この地域は地理的位置上，イラク西南沙漠地とユーフラテス沿岸の沃野地域の境界に

位置し，周辺には，南西方向から流れ込んで来る無数の個河が集中している。そして，個河沿いには，藺草が繁

茂した多くの泉地が確認され，そのほとんどは，遺跡地である〔Fujh,1973:pp61-86〕。従って，これらの遺跡

地を更に調査，研究する事によって，始めてアッタール洞窟出土の織物の出自，及び，その歴史的意義が解明さ

れる事になろう。

新出土染織品目録

織物の調査方法，及びその記述の仕方については，色々と検討すべき点が残されているが，織物調査担当者（藤井秀夫，

高木豊，坂本和子，市橋幹蔵）の合議により，次のような調査方法，及び記述を採用した。

集約した織物，及び紐類について，それぞれから面積が大きく，保存状態のよいものを選んで，その布片を当該織物を代

表するものと見なし，サイズ，色，厚さ，材質，糸の太さ，撚り方向，撚り数，糸密度などを測定し，そのデーターを下記

に示した。以下のデーター表に記入したNo.は，発掘時の採集番号である。サイズは，経糸方向最大長×緯糸方向最大長

で表示されている。色は糸そのものの色でなく，織物上で観察される色で，日本色研色名帖Oacolcolorcards220)を用いて

その色名に従った。同じ色がない場合，最も類似した色名を記入している。代表布の色に槌色，変色の見られるものは，色

の保存のよい断片が他にある場合，その色を記入した。見かけ上の直径，撚り数，糸密度は，ルーペによる測定である。手

紡ぎ，手織りによって，全体に均一でない為，ほとんどのものは，十ヶ所を測定し，最小値，平均値，最大値の｣llHに記入し

た。糸密度の測定においては，ほとんどの場合，綴技法による文様部分を除外している。

資料１Smallfragmentsoffinetextile(PL17-a）

No.：T-38

Size(c、)：3.5×O4

Stlucture:Variationoftabby(warpLweft2),Walpiaced

Color：WalpDuUreddjshyeUow25Y7,5／６

WeftDullreddishyeuow25Y7､5／６

Thickness(m、)：0.535

Weft

Wool

Ol5-0.20-0.25

-ｓ（10.0-10.5-12.5）

１１．３×２

WaIp

Wool

O､25-0.30-0.35

--Ｓ（10.0-12.5-14.3）

23.8

RawmatpTinl：

Apparentdiameter(m、)：

Twist,TwistNo.（/c、)：

Density(/c、)：
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上記のようにごく小片のもの２点のみである。毛織物としては非常に糸が細い.この糸は一見，麻のようであるが，電子

顕微鏡写真によりウールと判定された4)。

資料２TextilewithHowerandtreedesignqbands(PL15-a,l5-b,17-b,１７－c）

No.：T-103

Size(c､)：93.5×143.0[(1)５４．０×74.0(2)５２．０×38.0(3)120×25.5(4)３１５×260］

StructureVariationoftabby(warpl,weft2)andtabby,Tapestlyweaving,Weftfaced

Color：WarpDullreddishyeUow25Y7､5／６

Ｗｅｆｔ（１）StrongyeUowishred7R45／１２

（２）Dull厚ｅｅｎ５Ｇ５／４

（３）DeepyeUowishred7R4／１０

（４）Ｄａｒｋｒｅｄ４Ｒ２４／５

（５）Darkgreyishbrown5YR2／1.5

（６）Ｇｏｌｄ２５Ｙ６／８

（７）DullreddishyeUow25Y7､5／６

（８）ＯＨｖｅ５５Ｙ４／４

（９）ＤｅｅｐｇＦｅｅｍｓｈｂｌｕｅ５Ｂ３／８

（１０）YeUowishpinklOR7-5／７

（１１）Darkbluish部ｅｅｎｌＯＧ２４／３

（12〕DeepyeUowgreen5ＧＹ５／８

（13）LightreddishbrownlOR55／６

weft(3)－(4)－(5)gradation

ＩＲＩ
【６

(（

Tmckness(nⅡ､)：Lll-127-L41

Warp

RawmatPriRl！Wool

Apparentdiameter(m、)：0.35-0.48-0.60

Twist,TwistNo.(/c､)：－－Ｓ(7.0-9.9-14.3）

Density(/c､)： 6.0-6.8-80

□
■
□
・
Ｉ

－■■■■■ﾛP－－!’
5-2)一＝

!’
Weft(1)

Ｗ001

0.30-0.52-0.70

-ｓ(5.0-6.3-10.0）

24.0-26.0-28.0

(2)

WOC1

0.35-0.50-0.60

-ｓ(3,3-3.7-5.0）

22.0-25-9-29.0

(3)

ＷＯＣ1

0.35-0.50-0.70

-ｓ(3.3-4.7-8.3）

240-25.2-26-0

(4)

ＷＯＣ1

0.30-0.46-0.55

--ｓ(3.3-4.4-6.2）

240-248-25.0

(6-1〕

ＷＯＣ10

0.50-0.64-0.80

--ｓ(5.0-6.7-10.0）

20.0-225-26.(）

(7-1）

Wool

O40-0.55-0.70

--ｓ（3.8-5.1-8.3）

(5)

Ｗ001

0.40-0.50-0.70

--Ｓ(3.3-41-5.0）

24.0-25.6-28.0

(6-2〕

ＷＯＣ1

0.25-0.30-0.35

-ｓ(4.2-4.6-6.2）

(17.5-19.5-21.0)×２
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Weft(7-2）

Rawmaterial：Wool

Apparentdiameter(､Ⅱ､)：0.20-0.33-0.45

Twist,TwistNo.（/c、)：－－ｓ(3.8-5.2-6.2）

Density(/c、)：

(8)

ＷＯＣ1

0.40-0.53-0.70

-Ｓ(3.3-4.2-5.0）

(9)（１０）

WoolWool

O､35-0.49-0.600.40-0.50-0.55

-Ｓ(4.5-5.5-10.0）－Ｓ(5.0-5.7-7.1）

(12）

Ｗｏｏｌ

(13）

Ｗｏｏｌ

(11）

Ｗｏｏｌ

Tbreadforrepamng

Wool

0.45-0.53-0.60 0.40-0.46-0.55 0.70-0.800.40-0.46-0.50

Ｓ

Ｓ岩Ｚ(25-33）－ｓ(5.0-6.0-7.1）－ｓ(4.5-5.0-5.5）－Ｓ(3.3-4.4-5.0）

出土品中，最も保存状態が良く，多色で鮮明なデザインの為，大きな布に復元が可能であった。製作された時，この織物

は巾１，４３ｃｍ以上であったことがわかる。織物の色は初めに染められた色がそのまま保存されたか，やや槌色した程度で

ある。文様帯に見出される美しい染め色は，Ａ丘Ｆ３，Ｆ４，Ｆ６洞窟から出土の染織品に共通する。大部分平織であるが，

細めの緯糸を２本引き揃えて用いた部分は，平織の変化組織（経糸ｌ，緯糸２）となっている。文様は綴織技法で表わさ

れ，ウェーブラインを織り出す為に，斜に糸が通されている。ウェーブライン，及び文様帯の上下に見られる櫛文を織り出

す為に，色糸別の二丁の杼を交互に通している。織物の両側の耳の糸は，ｗｅｆｔ（１）と同色の糸で，耳のラインを際出た

せ，布端の保護と装飾の役割をしている（図４)。文様の構成は’デザインの項で述べたように，巾２５ｃｍの文様帯を中心

に上下に対称な横縞で，文様帯の内部は上下対称，左右対称，単位文様の繰り返しが見られる。綴織の文様の接合部に，補

修の糸が見られるので，日常，身につけていたものと思われる。

資料３Textilewithtreedesignbands(PL16-a,17-.）

No.：Ｔ－７５

Ｓｉｚｅ(c、)：40.0x383

Stmcture:Variationoftabby(walpLweft2)andtabby,Tapestryweavmg,Weftfaced

Color：WarpLightyeHowishbrown9YR65／５

Ｗｅｆｔ（１）DeepyeUowishred７Ｒ４／１０

（２）ＢｌａｃｋＮｌ

（３）Darkbrown５ＹＲ２４／４

（４）Dullreddjshyellow2.5Ｙ7.5／６

（５）Darkbluegreen５ＢＧ2.4／３

（６）DarkyeUowishgreenlOGY3／４

（７）Browmshgold９ＹＲ５５／８

（８）PalereddishyeUow2.5Ｙ９／２

Weft(1)－(5)and,ｏｒ(6)gradation
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ノT11ickness(m、)：L22-134-L49

Warp

Rawmnterial：Wool

Apparentdiameter(m、)：0.30-0.40-0.55

Twist,TwistNo.(/c､)：－ｓ(10.0-11,3-15.1）

(1-2）

（２）（３）

万室藝璽：：騨騨蟻蓼再烹罵冒
(4)-%＝…………－－

！

△■ロ

ご/鋒･懲黙

(5)／(6)

1-1）

-屯1Fし■￣｡｡､型

再熟逵`Y１
－…－２:白

戸一0.ﾕ、．ｐ

ｌｆＡｉ泰
-1丁…，、～

6.0-7.0-8.5DensityVcm)：

i鐘iliii
(5)

(6)

(4)

ｉｉｉ蕊i熱露
Weft(ｌ－Ｄ

Ｗｏｏｌ

Ｏ､40-0.46-0.60

-ｓ(2.5-3.9-5.0）

28.0-31.0-32.0

髄

蕊…里灘:綴:蕊i鍵:露::鴬：
(8)(1-1）

iiu曇蕊$驚蕊諏織鑑溌
'１

（1-2〉

嫌辮鱒譲塗雪嘗蕎(:彦？ごｌ擬蕊豆苞己
獣:i罰（〈:､；

(１－２）

ＷＯＣ1

0.25-0.36-0.50

-ｓ(3.3-5.0-6.2）

(2Ｌ5-23.1-24.0)×２

議騨蕪鰄｝蕊蕊>譲禽藪苞極壁 ,÷r･岬･ユ，.,'t-h:＿･･.『芹：..ﾛｰ□ECD□２Ｗ=-Ｌ_ ｎｆ

鍵w蕊:蕊:蕊緯:蕊篭;:灘:鱒謬癌謹＝『言軍li溌灘蕊(騨懲蕊

一』瀞iＩ:{､俄・,鰯,:鐸-.．繊.鈩憧]
.｡□□ppb~ﾛ･-....ＰＣ公ﾁﾞ.-2.Ⅱ凸....■い,

j：…x`;:《:::露;;？
:w････：..:..」1,.........
ｐＤｒ｡､.･･･Ｌ･･･?｡:.｡』:,:：』･も
.･･.-..,.2.-..00：Ｆ････

１
】
。
□
巴
■

恥
投
冒
・
ロ
》

，
。
．
」
．
０
〉
。

⑤．．．□牝０。（」稗『

よ』

(2)

ＷＯＣ1

0.25-0.33-0.40

--ｓ(4.0-6.8-10.0）

ＬＧ■」

(3)

ＷＯＣ1

0.20-0.24-0.30

-ｓ(5-0-5.5-6.2）

(5)

ＷＯＣ1

0.25-0.34-0.40

-ｓ（5.0-7.1-10.0）

(4)

Wool

q25-029-q30

---S（50-6.4-8.3）

(7)

ＷＯＣ1

0.20-0.32-0.40

--ｓ(4.5-4.9-5.5）

(6)

Wool

q50-0.59-0,70

--ｓ（43-48-5.0）

(8)

ＷＯＣ1

0.45-0.57-0.70

--Ｓ(4.5-5.1-6.2）

ThreadfOrrepairing(1)

WOC1

0.80-0.90

Threadforrepajrmg(2)

ＷＯＣ１

０．６０

Ｓ

＞－Ｚ(25）
Ｓ

Ｚ

＞－－Ｓ(25）
Ｚ
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資料３は，資料２に比べると，色がしぶい印象を与えるが，小さな断片で元の色が残っているものから判断すると，それ

は変色の為であると思われる。組織は緯糸２本を引揃えて通した平織の変化組織（経糸１，緯糸２）が主であるが，緯糸1

本により平組織となっている部分もある。資料２に比べて経糸が細く，織密度がやや高い。経糸は主としてhghtyeUow

brown（0.35ｍｍ前後）のものであるが，他に質の異なる経糸がまじっている。耳は経糸３本づつ２本のコードとし，緯糸

を余分にからませながら耳を補強している（図５－A)。資料３の－断片であるT-131には，縄状の経糸始末が見られ，Ｓ撚

の経糸を３～3.5ｃｍに切り，２本づつＳ撚りに下撚りし，つなぎに緯糸に用いられた糸を加え，Ｚ撚りに上撚りして直径３

Ⅱ、に仕上げている。撚りは１ｃｍにつき１７回前後である。この経糸始末に接して巾１．２ｃｍのduUgreenのボーダーがあ

る。また，他の二断片には，それぞれ３．８ｃｍ，３．５ｃｍの同じ色の線条が見られるので，少くとも２本のボーダーが，織り

始め，あるいは織り終り，または両方に織り込まれたと考えられる。耳付の断片２枚が，耳と耳を接して縫い合わされてい

るが，縫糸は１個所残っているのみである。文様は資料２と同様，巾９ｃｍの文様帯を中心に，上下に波頭文帯，繧綱縞が

広がっている横縞構成で，無地のボーダーがついている。樹木の文様が綴技法で表わされ，その文様帯は二筋ある。資料２

に比べて，波頭文は小さく，縞の巾も狭い。綴織の接合部に補修の糸が見られる。

資料４－１Textilewithadarkpurpleband(PL18-al8-b）

No.：T-78

Size(c、)：13.5×20.0

Stmcture:VaIiationoftabby(warpLweft2)andtabby,Tapestlyweaving,Weftfaced

Color：WamDuUreddishyeUow25Y7､5／６

Ｗｅｆｔ（１）DuUreddishyeUow25y7,5／６

（２）Darkpulple7.5Ｐ1.5／４

Thickness(､Ⅱ､)：0.84-0.99-1.ｌ４

ＷａＸｐ

Ｒａｗｍ几teTiahWool

Apparentdiameter(nｍ)：0.20-0.41-0.50

Twist,TwistNo.（/c、)：－ｓ(8.3-12.6-20.0）

Density(/c、)：10.0-10.7-12.0

(2)

ＷＯＣ1

0.30-0.39-0.50

-ｓ(5.0-7.4-10.0）

32.0-36.0-38.0

Weft(1)

ＷＯＣ1

0.25-0.28-0.35

-ｓ(5.5-6.7-7.1）

（13.0-15.8-20.0)×２

鈍い黄色の地に，暗紫色で幾何文を織り出している。地は平織の変化組織（経糸１，緯糸２）で織られ，文様は平織で綴

技法を用いて織り出されている。巾３ｃｍの紫の線条が見出される。暗紫色の三角形の文様の一辺に沿って，長さ4.5のス

リットが開けられ，再び別の糸でかがり，閉じられている（PLl8-b)。スリットは，地の側は経糸２本を１本のコードに

し，文様の側は経糸２本をそのまま組織し，補強耳と同じ様に仕上げている。紫の文様との接合部は，dovetailedtapestly

の技法で接合している。綴技法で表わした三角形の文様周辺では，スリットの長さの範囲内は地も平組織となっている。こ

の部分は特に密に糸が打ち込まれ，１ｃｍにつき44本を数える。従って，地は柔らかであるが，文様部は堅くなっている。

一つの断片に断ち切りを三つ折りにして始末した部分が見られる。
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資料４－２TextiIewithblackbands(ＰＬ１８－ｃ）

No.：T-71

Size(c、)：８．０×22.8＋19.0×l60

Stmcture：Valiationoftabby(walpl,weft2)andtabby,Weftlaced

Color：WalpDuUreddishyeUow25Y7,5／６

Ｗｅｆｔ（１）DuUreddishyeUow25y7､5／６

（２）Darkgreyishbrown5YR2／1.5

Tmckness(m、)：0.81-0.10-1.l7

Warp

RawmafFLrinl2Wool

Apparentdiameter(m、)：0.30-0.42-0.50

Twist,TwistNo.(/c､)：－－ｓ(8.3-12.6-20.0）

Density(/c､)： 10.0-10.7-12.5

(2)

ＷＯＣ1

0.35-0.39-0.45

-Ｓ(5.5-7.0-10.0）

30.0-33.0-36.0

Weft(1)

ＷＯＣ1

0.30-0.33-0.40

-Ｓ(7.1-8.5-10.0）

（16.0-17.3-18.0)×２

ThreadfOrsewing

Wool

2.0

Ｓ

＞Ｚ(20）
Ｓ

鈍い黄色の地に，黒の巾１０ｃｍの帯が見られる。二枚の布が，経方向と緯方向が直角になるよう縫い合わされている。地

は平織の変化組織（経糸１，緯糸２）であるが，文様部は平織で緯糸が込んでいる。

資料５Blackcoarsetextile(PL18-d）

No.：T-72

Size(c、)：68.0×l20

Stmcture：Tabby,Weftfaced

Color：WalpDarkgreyishbrown5YR2／Ｌ５

ＷｅｆｔＤａｒｋｇｒｅｙｉｓｈｂｒｏｗｎ５ＹＲ２／1.5

PieceofclothsownonthlstextUe

：６．０×２．０

：Ｔｗｍ(２：２),Balance。

：Browmshgold9YR55／８

：BrowmshgoId9YR55／８

1.71Thlckness(nⅡ､)：3.29-3.58-4.ZO

Walp

Rawmaterial：Hair

Apparentdiameter(ⅡⅡ､)：1.40-178-2.lO

TwistlTwistNo(/c､)：Ｓ>－－Ｚ(q9-L5-L8）
Ｓ

Ｗａｒｐ

Ｗｏｏｌ

Ｏ､60-0.70-0.90

Weft

Wool

O､45-0.50-060

Ｗｅｆｔ

Ｈair

1.30-1.70-2.00

ｓ

芦Ｚ(15-20-21）
Ｓ

一Ｚ(6.7） －ｓ(６７）

8.0 9.0-10.0-11.05.7-5.8-6.02.5-2.6-2.7Density(/c、)：



アッタール遺跡第六次調査(Ｃ丘12洞窟)の新染織資料調査報告５１

経糸，緯糸とも双糸で織られた厚手の織物である。太い糸でざっくりと織られている。布の感触は非常にごわごわとして

いるので，衣服として使用されたとは思えない。布の端に斜文地の小さな断片が３点，織物と同じ糸で粗い縫目で縫い付け

られている。斜文地の保存状態は良くない。

資料６Roughtextile(PL19-a）

No.：T-56

Size(c､)：51.0×l20

Stlucture：TabbyWeftiaced

Color：Ｗａｒｐ(mottledyam）DuUreddishyeUow

Brown

Weft(mottledyam）DuUreddishyeUow

Brown

2.5Ｙ7.5／６

５ＹＲ４／4

2.5Ｙ7.5／６

５ＹＲ４／４

Thickness(､、)：3.05-4.02-4.70

Warp

RawmatGTinIEWoolandcamel

Apparentdjameter(m、)；Ｌ40-1,73-2.00

Twist,TwistNo.(/c、)：Ｚ
＞－－Ｓ(20-23-2.8）

Ｚ

Weft

WoolandcameI

L50-2.10-2.50

ThreadfOrrepamng

Woolandcamel

2.00-2.50-3.00

Ｚ

＞－－Ｓ(LO-l3-17）
Ｚ

Ｚ

岸Ｓ(15-2.0-2.5）
Ｚ

6.5-7.03.0-3.3Density(/c、)：

経糸，緯糸とも杢糸で織られ，太い縫糸がほつれを補うために通されている。

資料７Yellowbrowntextile(PL19-b）

No.：Ｔ－５９

Ｓｉｚｅｔｍ)：４．５×39.5

Stlucture：Vanationoftabby(walpLweft2),Weftfaced

ColorIWalpBrownishgold９ＹＲ５５／８

WeftBrowmshgold９ＹＲ５５／８

Thjckness(nⅡ､)：L29-L46-1-73

Walp

Rawmaterial：Wool

Apparentdjameter(ⅡⅡ､)：0.30-044-0.55

Twist,TwistNo.(/c､)：－－ｓ(8.3-10.0-12.0）

Density(/c、)：6.5-7.1-7.6

Ｗｅｆｔ

ＷＯＣ1

0.30-0.40-0.50

－ｓ(5.0-7.0-10.0）

(12.5-14.0-16.0)×２

平織の変化組織（経糸１，緯糸２）で織られた無地の織物である。細長く裂いて紐として使用されたと思われる。
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資料８Gauze-Iiketextile(PL19-c）

No.：T-57

Size(c、)：６９．０×12.0

Stlucture：Tabby,Balanced

Color：WarpBrowmshgold９ＹＲ５５／８

Ｗｅｆｔ（１）Browmshgold９YＲ5.5／８

（２）ReddishbrownlOR3／５

（３）Darkred４Ｒ2.4／５

Thickness(m、)：0.75-LOl-L37

WamWeft(1)

RewmateriakWoolWool

Apparentdiameter(m、)：0.25-0.35-0.400.25-035-0.40

Twist,TwistNo.(/c､)：－ｓ(8.3-107-14.3）－Ｚ(3.3-4.1-5.0）

Density(/c、)：8.0-10.0-lＬ５8.0-10.0-13.0

(3)

Ｗｏｏｌ

Ｏ４０－０５０

－Ｚ(3.3-5.0）

12.0

(2)

Ｗ001

0.25-0.41-0.50

-Ｚ(2.0-2.9-3.3）

8.0-11.0-12.0

ThreadfOrrepalrlng

Wool

0.6-1.0

Ｓ

＞Ｚ(15-20）
Ｓ

比較的細い糸で透かせて織った薄い布である。経糸始末をした断片が見出された。経糸始末は，経糸を織端から２．５ｃｍ

位に切断し，３本づつＳに下撚りし，３本１組の経糸を順次加えながらＺに上撚りして直径３ｍｍに仕上げている。撚り数

は１ｃｍに1.5回位である。この経糸始末から１ｃｍのところに巾５ｍｍのdarkredの線条がある。織端の断片及び他の－断片

は変色が激しい。全体にジグザグ状になったステッチ（長さ２ｍｍ-5ｍｍ）が見られる。

資料９Textilewithpurpleoblongdesign(PL16-b,19-.）

No.：T-107

Size(c、)：17.0x145

Structure：Tabby,Tapestryweavmg,WeftfacedandBalanced

Color：WarpPalereddishyeUowZ5Y8,5/３

Ｗｅｆｔ（１）PalereddishyeUow25Y8､5/３

（２）Dmredpulple7.5ＲＰ４５/６

（３）VividreddjshyeUow2Y8/1４
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Thickness(nⅡ､)：L31-L39-L49

WarpWeft(1)

Rawmaterial：WoolWool

Apparentdiameter(m、)：0.70-0.86-Ｌ3０1.00-L27-L90

Twist,TwistNo.(/c、)：－ｓ(4.0-6.7-10.0）－Ｓ(2.0-2.4-2.5）

Density(/c、）4.5-5.0-5.56.4-7.0-8.0

(2)

Wool

O70-0.82-0.90

-Ｓ(2.5-2.8-3.3）

16.6-17.1-18.0

(3)

Ｗｏｏｌ

090-100

－Ｓ(2.5）

１３．２

耳より７．８ｃｍ巾の薄紫の方形の文様が織り出きれている。地と紫の方形文との間に，vividreddishyeUowの巾３ｍｍの線

条が見られる。地も文様も平織であるが，文様部は緯糸が込んでいる。地の所々に２本引揃えの緯糸や，太い緯糸が見られ

る。一つの断片に，耳，紫方形文の一部，地の残部が見られる。その耳は，端より経糸５本，２本，２本と束ね，３本の

コードとし，この部分で緯糸を引き返し，耳を補強している（図５－B)。紫の文様部と地の接合部はdovetajledtapestlyの

技法による。

資料１０Piletextile(PL19-e）

No.：T-104

Size(c､)：150.0×75.0

Stmcture：Tabby，Weftlaced

PUelmotTypeB-l

Color：Ｗａｒｐ(motUedyam）ＤuUreddishyeUow

Darkbrown

WeftDuUreddishyeUow

PUe DuUreddishyeUow

2.5Ｙ7.5／６

５ＹＲ２４／4

2.5Ｙ7.5／6

2.5Ｙ7.5／６

Thjckness(m、)：2.61-3.40-3.72(ground）7.25-7.85(withpUe）

Ｗａｒｐ Ｗｅｆｔ

ＲａｗｍａにrinI WoolandcamelWool

Apparentdiameter(m､)：10-1.2-150.9-12-1.7

Twist，TwistNo(/c､)：Ｚ￣Ｓ(3.0-3.8-40）＿Ｚ(25-26-29）
Ｚ

ＰＵｅ

Ｗｏｏｌ

Ｌ８-2.6-3.0

Ｓ

＞Ｚ(LO-L5-2D）
Ｓ

3.7-3.9-4.0 12.0-14.2-18.0Density(/c、） (5-7)×(13-20yd、

HemstitchedthTPnd

Wool

２０－２．５

Ｓ

芦Ｚ(20）
Ｓ

無地のラッグで出土品中最大の150×75ｃｍの大きさがある。経糸は杢糸（羊とラクダの毛）が使用されている。パイル

糸は1.2-2.2ｃｍ位の間隔で，Ｂ－ｌタイプ（ペルシャ結び）〔FujilandOthers,1982/83：ｐ９３〕に結ばれている。パイルの段

により，経糸３本にわたって結ばれている。残存しているパイルの長さは５ｃｍ前後である。パイルの結びの密度は低い。

耳が片方に残っている。耳端より経糸３本，２本と束にして２本のコードとし，緯糸をその部分で引き返し補強している



5４ラーフイダーン第VII巻１９８６

(図5-c)。織端は折り返し綴じつけている。埋葬時，布にくるまれた遺体の下に敷かれたもので，埋葬場所の制約に従って

織りたたまれていた。放射性炭素年代測定法によりＢ､Ｒ2650±120,70ＯＢＣ．という値がでている。

資料１１Ｃｏｒｄ

Ｎｏ.：T-54

Length(c､)：16.7

Color：DarkyeUowishbrowrl

Rawmaterial：Ｈａｌｒ

9ＹＲ３／３

(1)0.4-0.5(2)0.6-0.8（３）1.0-14

1iニルィ
Apparentdiameter(ｎｍ)：

Twist,TwistNoIcm)：

この織物は炭化の過程にある。

〕王

l）杢糸とは，JIS繊維用語では異なる色の単糸を二本あるいは三本より合わせた飾り糸の－種をいうが，ここでは質の

異なる単糸を双糸にしたもので，飾り糸として使用されたものではない。

2）エルミタージュ博物館，イェルサリムスカヤ女史にアドバイスしていただいた。

3）学習院大学，木越研究室による。

4）通産省工業技術院繊維高分子材料研究所，主任研究員小野岡竜三氏の鑑定による。
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a、花樹文帯綴織（資料２）全景

花樹文様帯を中心として上下に繧綱縞，波頭文がシンメトリーに配置されている

b・花樹文帝綴織（資料２）文様帯部分

経糸の斜行が見られる
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ｂ花樹文帯綴織（資料２）中心文様帯部分

a、極細毛織小片（資料１）

飾り耳（図４参照）
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c・花樹文帯綴織（資料２） ｡、樹木文帯綴織（資料３）

文様帯部分，果実と葉をつけた樹枝



PＬ１８

一存￣

2０

a･暗紫色線条文織物（資料4-1）

b・暗紫色線条文織物（番号4-1）

綴織を伴うスリット
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b、黄味茶無地織物（資料７）
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Ｔ-35

a．粗い織りの織物（資料６）
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c、ガーゼ風織物（資料８）

鰯 ５ 幻

e、パイル織物（資料10）ｆ撚紐（資料11）




